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『十訓抄』 研究の展開と現状

　

『十司＝抄』 の研究は， その儒教的側面によって， 大きく時代の波を受けた， と言ってもよいだろ

う． 『十訓抄』 が好意的に受け容れられた時期もあれば， あまり歓迎されなかった時期もあったの

である‐ これについて，『日本短篇物語集事典』（東京美術・昭５１・１０） の 「十訓抄」 解題 （執筆者

は小峯和明氏） によれば，

　

戦前は儒教モラルの盛行にのって， 注釈書がかなりだされている． 戦後は主に作者の面からの

　

考察がなされているが， 文学の問題として 『十司”抄』 を正面からとらえ返した研究はまだ余り

　

みられない‐

と記されている通りである‐ つまり， 戦前は， 儒教的側面によって多くの研究書や論文がなされた

が， 戦後の昭和２０年代以降は， それらはほとんどなされなかったのである．
特に， 本文・テキストに限って言えば， 昭和１７年発行の岩波文庫までは， 国史大系や校註国文叢

書など数多くの本文提供がされていたのにもかかわらず （目録１の１～１３参照）， 以後は， 昭和４５

年のすみや書房刊古典資料の影印本 （目録１の１４参照）， 昭和５１年の古典文庫 （目録１の１５参照）

刊行まで，３０年近くの空白期間があるような惨々たる状態であった （ただし， 岩波文庫の昭和３２年

第二刷発行などの重刷はあった）‐

　

したがって，『十司＝抄』 の研究が本格的に展開されたのは， つい最近のことと言ってもよい． か

ように，『十訓抄』 の研究は， 終戦時の皆無なる状態から， 徐々に進展されたものであり， 最近に

なって， 本文・テキスト・索引が刊行され， 諸本伝本の研究がおこなわれるようになり， 漸く研究

の素地が整ったとも言える‐

　

このことは， 言い換えれば，『十訓抄』 の研究が， 明治時代からあまり発展していなかったこと

でもある‐ それは， つまり，『十訓抄』 の研究が， 明治時代の石橋尚宝氏 『十訓抄詳解』 によって

最高峰に達し， それ以上の研究書が存しないということでもある． この 『十訓抄詳解』 は，『十訓

抄』 研究の上で， 必要不可欠のもの， 今もって最高の水準を示すものであることは否めない‐ なぜ

なら，『十訓抄』 全編にわたる注釈書は， この 『十訓抄詳解』 と岡田稔氏 『十訓抄新釈』 の二書し

か存しないからである． つまるところ，『十訓抄』研究は 『十訓抄詳解』 によってはじまり，『十訓

抄詳解』 によって終わる， と言っても過言ではない‐ かように，『十訓抄』 の研究は， 実は， 明治

の 『十訓抄詳解』 の域を脱していないと言えるのである‐

　

さて， 戦後の 『十訓抄』 の研究は， 前述の通り， その儒教的側面はおさえられ， 出典・伝承関係

に関する論や作者についての論考が多くなった．この分野では，永井義憲氏 （目録６の５， ６， ７，
１０，１１，２１参照）， 志村有弘氏 （目録６の１３，１４，１７，１８，２２，３０参照）， 乾克己氏 （目録６の１２，
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１５，２３，２９参照） らのすくれた諸論がある． また， 諸本・伝本・語法・文体に関する論文も戦後は

多く， これには泉基博氏のすくれた論がある （目録５の２， ３， ４， ５， ６， ７， ７の２， ３，

４， ９，１０，１１，１２，１３参照）． また， 氏は， はじめて 『十訓抄』 全編にわたる索引を作成し （目

録７の１１参照）， また， テキスト・本文を提供し （目録１の１５，１６，１７，１８参照），『十訓抄』 の研

究に大きく貢献した． このように， 戦後の 『十訓抄』 の研究は， 儒教的側面での考察は少なくなっ

たといえるが， また一方で， 最近，『十訓抄』 を教訓・道徳・教育の面から考察する論も少数なが

ら復活しつつある （目録９の３３，４９，６０，８１，８３，８６参照）．

　

ここで， 国語教育界に目を向けると，『十訓抄』 は， 依然として教科書・受験参考書に根強い人

気を有していることが目につく． 例えば，『十訓抄』 所載説話は，「安養の尼の小袖」 「笛吹成方の

大丸」 など多くが， 戦後から現在までの教科書に採択されている‐ また，『十訓抄』 の説話を解釈

・解説する受験用参考書や問題集も多い （目録３参照）． つまり， 最近では， 儒教的側面というこ

と云々よりも， 古文入門教材としての 『十訓抄』， または， 受験のための 『十訓抄』 という側面が

加わっていると言える．

『十訓抄』 参考文献目録作成にあたって

前述の通り，『十訓抄』 ほど， 中世説話集の中で， その価値が叫ばれながら， 注釈書・索引・テ

キストが充分でなかった作品もめずらしい． 加えて，『十司＝抄』 だけの参考文献目録に関して言え

ば， いまだ存していない状態である． このことは， 例えば， 他の中世説話集では，

　　

『宝物集』

　　　　

瓜生等勝氏「宝物集研究文献目録」（『解釈』 昭４５・７）

　　

『発心集』

　　　　

林雅彦氏 「鴨長明『発心集』 研究文献目録」（『説話文学研究』１０・昭５０・

『撰集抄』

『古事談』

『沙石集』

『宇治拾遺物語』

６）

宇佐美雅子氏・近藤みどり氏・佐々木あやみ氏「『撰集抄』 研究文献目録」

（『椙山国文学』３・昭５４・２）

志村有弘氏「『古事談』研究文献目録」（『古事談』教育社新書５８・教育社

・昭５５・８）

吉海直人氏「沙石集関係文献目録」（私家版・昭５６・３）

吉海直人氏「沙石集関係文献目録」（『国学院大学大学院文学研究科論集９』

昭５７・７）

増古和子氏 「『宇治拾遺物語』 を読むために」（『完訳日本の古典４０

　

宇治

拾遺物語 （一）』 昭５９・１０）

　

などがあるのに対して，『十訓抄』 の研究文献目録は存しないのである‐『十訓抄』 は， 他の中世

説話集に比べて， 注釈・索引・本文， そして参考文献目録と， 常に後手にまわっている感がする．

今回， この 「『十訓抄』 参考文献目録」 を作成したのは， これら中世説話集の参考文献目録があ

るのに対して，『十訓抄』 のそれがないことを痛感してのことである． 不備が多いとは思うが，『十

訓抄』研究の一助として， これが活用されることを祈ってやまないものである． また， できれば今

後， 補正していきたいと思う．

　

また，『十訓抄』 参考文献目録の終わりに「『寝覚記』 参考文献目録」 を付した．『寝覚記』（ねざ

めのき） は， 一条兼良作とされる， 鎌倉末期成立の教訓説話集である （ただし， 作者を一条兼良と

することに否定的な見方は多い）．『十訓抄』 が影響を与えた書には，『古今著聞集』 や 『東斎随筆』
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などがあるが，これらのうち最も大きく影響を与えられたのが，この 『寝覚記』 である‐ すなわち，
十篇目の構成，篇目の相似，七十九箇所以上に及ぶ 『十訓抄』 からの説話・金言・評語の引用など，
『十訓抄』 との関わりが深い‐ これについて， 小林忠雄氏は， 「第二の十訓抄」 とも呼んでいるほ

どである（「寝覚記新考－主として其の出典，著作年代， 著者の問題に就いて－」『日本文学研究１８』

昭２５・８， 目録付４参照）‐ 今回，『十訓抄』 参考文献目録に 『寝覚記』 のそれを付したのは，『十

訓抄』 と深い関わりをもつ 『寝覚記』 の研究が，『十訓抄』 の研究に少なからず有益であると考え

てのことである．この『寝覚記』 の研究史に関しては， 原田行造氏の 『中世説話文学の研究』 下 （桜

楓社・昭５７・１１， 目録付１２参照） に詳しく述べられているので， ここでは触れず， 参考文献を挙げ

るにとどめておきたい．

　

なお，『十訓抄』 参考文献目録と 『寝覚記』 参考文献目録の作成にあたっては，『国語国文学年

鑑』，『国語国文学研究文献目録』，『国文学研究文献目録』，『国文学年鑑』，『国語年鑑』，『国文学解

釈と鑑賞』，『国文学解釈と教材の研究』，『国語と国文学』 の各号を参考とした‐ また， 説話関係の

研究文献目録としては， 川口久雄 「今昔物語集関係研究文献目録ノート」（『文学』 昭３０・４）， 永

井義憲 「日本仏教文学関係論文目録抄」（『日本仏教文学研究』 古典文庫・昭３２・３）， 田口和夫・

中野猛 「説話文学研究文献目録」（『国文学』 昭３３・１１）， 河内山清彦 「説話文学研究文献分類目録」

（『国語と国文学』 昭３７・１０），「説話文学研究文献目録」（『国文学解釈と鑑賞』３５９・昭４０・２），
志村有弘 「説話文学研究文献総覧」（『説話文学辞典』 昭４４・３）， 中野猛 「説話文学関係文献目録」

（『都留文科大学研究紀要』７・昭４６）， 石橋義秀 「仏教説話研究参考文献」（『仏教説話研究と資料』

法蔵館・昭５２・４），石橋義秀「仏教説話文学書目録稿」（『仏教文学研究』第二期 （二）・昭５４・４），
説話文学会編 「説話文学関係参考文献目録」（『説話文学研究』１５・昭５５・６）， 林雅彦 「説話文学

研究文献目録」（『国文学解釈と鑑賞』 昭５９・９）， 中野猛・稲垣泰一・岡崎和彦 「説話文学関係文

献目録」（『今昔研究年報』 １号～笠間書院） などを利用したことを記しておきたい‐

『十訓抄』 参考文献目録

　

・

　

付

　

『寝覚記』 参考文献目録

凡

　

例

１ 「論文題名・書名」但し， 単行本に於いて， 論文題名や項目や章が特にしるされている場合は， それをしるした‐

　

その場合， 単行本名は「所収書誌名・叢書名」に示した‐
２

　

「執筆者名」編者名・校注者名も記した‐ また， 辞典等で執筆者名がしるされている場合は， 編者名ではなく，
執筆者名をしるした．

３

　

「所収書誌叢書名」所収書誌名を記した‐ 叢書名・シリーズ名がある場合も示した‐
４

　

「発行所」出版社名， 発行大学名をしるした‐
５

　

「発行日」年月までとする．
６

　

配列は発行年月日順にした． 但し，「８『十訓抄』各話関係論文」 は説話番号順とした‐
７

　

文献は， 大きく九つの分類 （テキスト・本文， 研究書・注釈など）に分けたが， 重出する場合もある．
８

　

「８『十司＝抄』各話関係論文」の「備考」には， 岩波文庫の説話番号を記した．
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１

　

『十割秒』テキスト・本文

番 論

　

文

　

題

　

名

　

・

　

書

　

名 執筆者名 所収書誌叢書名 発 行 所 発行日 備

　

考

Ｉ 十訓抄・公事根源 萩野

　

由之 日本文学全書２２ 博文館 明２５． ２

２ 百万塔 中根

　　

淑 百万塔 金港堂 明２５．

３ 校正十訓紗 鈴木

　

弘恭 明２７．

４ 宇治拾遣物語・古事談・十訓抄 西島

　

政之 国史大系１５ 経済雑誌社 明３４． １０

５ 十訓抄詳解 石橋

　

尚宝 明治書院 明３５‐

　

７

６ 方丈記

　

徒然草

　

十司＝抄

　

古今著聞集 古谷

　

知新 国民文庫１１ 国民文庫刊

行会

明４３． １

７ 十訓抄 池辺

　

義象 校註国文叢書１８ 博文館 大４‐ １１

８ 十訓抄 物集

　

高量 校註日本文学叢書 博文館 大７．

９ 校註十司＝抄 石橋

　

尚宝 明治書院 大１１．１２

１０ 十訓抄新釈 岡田

　　

稔 大同館書店 昭２． ５

１１ 宇治拾遭物語・古事談・十訓抄 黒板

　

勝美 新訂増補国史大系１８ 吉川弘文館 昭７． １０

１２ 十訓抄新講 岡田

　　

稔 大同館書店 昭１４．

１３ 十訓抄 永機

　

安明 岩波文庫 岩波書店 昭１７‐

　

９

１４ 十訓抄

　

上下 志村

　

有博 古典資料１０・１１ すみや書房 昭４５‐

　

２

～１１

１５ 十訓抄く片仮名本〉 泉

　　

基博 古典文庫３５２・３５９ 古典文庫 昭５１． ４

～９

１６ 十司＝抄

　

本文と索引 泉

　　

基博 笠間索引叢刊７８ 笠間書院 昭５７． １２

１７ 御所本十訓抄

　

上中下 泉

　　

基博 笠間影印叢刊７７～７９ 笠間書院 昭５８． ４

１８ 彰考館蔵

　

十劃＝抄

　

第三類本 泉

　　

基博 和泉書院 昭５９‐ １

２

　

『十訓抄』研究響・注釈醤

１１十訓抄詳解 石橋

　

尚宝 明治書院 明３５‐

　

７

２ 校註十訓紗 石橋

　

尚宝 明治書院 大１１‐ １２

３ 十劃抄私記補遺 矢野

　

玄道

木野戸勝隆

大１３．

４ 十劃抄新釈 岡田

　　

稔 大同館書店 昭２‐

　

５

５ 十割抄私記 矢野

　

玄道 未刊国文古註釈大系

１４

帝国教育会

出版部

昭９． ９

６ 十割抄新講 岡田

　　

稔 大同館書店 昭１４‐

７ 正統古事談十劃＝抄私記 小泉

　　

道 愛媛大学古典澱刊２２ 愛媛大学 昭５１． ６

３

　

『十鋤＝抄』受験用参考瞥

Ｉ 説話文学 竹野

　

長次 撃燈社 昭２７‐

　

５

２ 通解対照

　

説話物新釈 山岸

　

徳平 金子書房 昭２７．

３ 必須説話文学集 須藤

　

増雄 研究学院 昭２９‐

４ 説話文学要解 内野

　

吾郎 有精堂 昭３０‐ １０

１８
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５ 十司＝抄 峯村

　

文人 肇燈文庫 撃燈社 昭３１． ６

６ 説話文学 斎藤

　

清衛 国文学習叢書 旺文社 昭３２． ６

７ 文法詳解

　

十訓抄新釈 大熊

　

五郎 昭３７‐

８ 宇治拾遺物語・十訓抄新解 高橋

　

和彦 要所研究シリーズ 新塔社 昭４３‐

　

７

９ 要説

　

今昔物語・宇治拾遺物語・十訓

抄・沙石集・古今著聞集・古本説話集

日栄社編集

所

要説シリーズ 日栄社 昭４３‐ １０

１０ 十訓抄古今著聞集要解 高橋

　　

貢 文法解明叢書 有精堂 昭４４‐

　

３

１１ 説話文学 竹谷長二郎 古典重要問題選 笠間書院 昭４６． ４

１２ 十訓抄・古今著聞集 長瀬

　　

治 古典解釈シリーズ 旺文社 昭５２‐ １

１３ 十司＝抄・方丈記・唐物語 横山

　

青蛾 塔影書房 昭５５． ９

１４ 今昔物語・宇治拾遺物語

　

付十訓抄・

古今著聞集

西谷

　

元夫 明解 〔国語１・ロ〕

古典シリーズ６

有朋堂 昭５７． ５

１５ 応用古文④説話 旺文社 国語スピード学習⑱ 旺文社 昭６０． ２

１６ 宇治拾遺物語

　

付十司”抄・古今著聞集 西谷

　

元夫 明解シリーズ３６ 有朋堂 昭６３． ５

１７ 説話抄の問題研究 岡田

　

長司 研数書院 平１． ３

１８ 今昔物語・宇治拾遺物語

　

付十訓抄・

古今著聞集

西谷

　

元夫 必読古典シリーズ８ 有朋堂 平２． １１

４

　

『十割＝抄』解題・文学史

Ｉ 十訂＝抄 藤岡作太郎 鎌倉室町時代文学史 大倉書店 大４‐ ５

２ 十司＝抄 野村

　

八良 鎌倉時代文学新論 明治書院 大１１‐ １２

３ 十訓抄 野村

　

八良 増補鎌倉時代文学新

論

明治書院 大１５． ５

４ 十訓抄 野村

　

八良 近古時代説話文学論 明治書院 昭ＩＱ

５ 十訓抄、 横山

　

青蛾 日本古典 （下） 長崎書店 昭１８‐

　

２

６ 今昔物語集に於ける指導理念 片寄

　

正義 今昔物語集論 三省堂 昭１９－

　

３

７ 第六講近古文学の－ 芳賀

　

矢－ 国文学史十講 酎燈社 昭２６． １

８ 十副＝抄 吉沢

　

義則 鎌倉文学史 東京堂 昭２７． ４

９ 説話文学 野村

　

八良 近古文学史論 明治書院 昭２７‐ １０

１０ 十訓抄 高木市之助 岩波小辞典

　

日本文

学－古典－

岩波書店 昭３０‐

　

９

１１ 国文学史 守随

　

憲治 東京大学出

版会

昭３１． １１

１２ 国文学史細 板垣

　

市蔵 明治書院 昭３１‐

１３ 十司＝抄－その成立と作者－（説話文学

作品研究）

永井

　

義憲 国文学解釈と教材の

研究３・１１

墾燈社 昭３３‐ １０

１４ 中世説話文学 築瀬

　

一雄 岩波講座日本文学史

６

岩波書店 昭３４．

１５ 十訓抄 長野

　

喜一 日本文学鑑賞辞典 東京堂 昭３５‐ １２

１６ 十訓抄 荒木

　

良雄 中世鎌倉室町文学事

典

春秋社 昭３６－

　

９

１９



上

　

岡

　

勇

　

司・菅

　

原

　

利

　

晃

１７ 十訓抄 志村

　

有弘 説話文学辞典 東京堂 昭４４‐

　

３

１８ 十訓抄 久松

　

潜一 日本文学史３中世 至文堂 昭４６． ４

１９ 中世説話文学研究史 中野

　　

猛 日本文学研究資料叢

書説話文学

有精堂 昭４７‐ １１

２０ 十訓抄の世界 永積

　

安明 日本の説話４中世虹 東京美術 昭４９． ６

２１ 十訓抄

　

（中世文学事典） 市古

　

貞次 国文学解釈と教材の

研究２１・１１

撃燈社 昭５１‐

　

９

２２ 十訓抄 小峯

　

和明 日本短編物語集事典 東京美術 昭５１． １０

２３ 十訓抄の世界 永積

　

安明 中世文学の可能性 岩波書店 昭５２． ６

２４ 日本文学全史

　

中世 久保田

　

淳 学燈社 昭５３．

２５ 中世日本文学史 有吉

　　

保 有斐閣双書 有斐閣 昭５３－

２６ 十劃＝抄 小峯

　

和明 研究資料日本古典文

学３

　

説話文学

明治書院 昭５９． １

２７ 十訓抄 永積

　

安明 日本古典文学大辞典 岩波書店 昭５９． ４

２８ 十訓抄 志村

　

有弘 日本伝奇伝説大事典 角川書店 昭６１‐ １０

２９ 世俗説話集 野口

　

博久 日本伝奇伝説大事典 角川書店 昭６１． １０

３０ 十訓抄 志村

　

有弘 説話文学史一説話文

学小事典－

明治書院 昭６２． ・４

３１ 十訓抄 小島

　

孝之 別冊国文学３３今昔物

語集宇治拾遣物語集

必携

学燈社 昭６３． １

３２ 説話の世界 浅見

　

和彦 日本文学新史中世 至文堂 平２． ７

３３ 今昔物語集・古本説話集・十訓抄 篠原

　

昭二 別冊国文学４０新・古

典文学研究必携

学燈社 平２‐ １１

３４ 十訓抄 貴志

　

正造 鎌倉事典 東京堂 平３． １２

３５ 十訓抄 福島

　　

尚 説話の講座４・説話

集の世界ｎ中世

勉誠社 平４．

５

　

『十劃ー１抄』諸本・伝本に関する論文

Ｉ 十訓抄の古版本に就いて 小林

　

忠雄 日本文学研究１０ 日本文学研

究会

昭２５‐

　

３

２ 書陵部本「十訓抄」について 泉

　　

基博 武庫川女子大学紀要 武庫川女子

大学

昭４７‐ ＩＤ

３ 十訓抄の伝本について 泉

　　

基博 武庫川国文５ 武庫川女子

大学

昭４８． ３

４ 十訓抄 （片仮名本） に於ける本文批評

－第七可専思慮事について一

泉

　　

基博 武庫川国文１２ 武庫川女子

大学

昭５２－

　

３

５ 十訓抄（片仮名本）における本文批評

一第十の後半について一

泉

　　

基博 武庫川女子大学紀要

２５国語国文学科編

武庫川女子

大学

昭５３． ２

２０



『十司＝抄』の研究状況と参考文献目録

６ 十訓抄 （平仮名本）の本文について－

十訓抄序からの考察－

泉

　　

基博 武庫川国文１４・１５ 武庫川女子

大学

昭５４． ３

７ 十訓抄 （片仮名本）の本文について 泉

　　

基博 語文３５ 大阪大学 昭５４‐

　

４

６

　

『十笥＝抄」作者・成立・伝承・出典に関する論文

Ｉ 十司抄典故考 岡本

　

保孝 況斎叢書

２ 十副抄典故考 岡本

　

保孝 未刊国文古註釈大系

１４

帝国教育会

出版部

昭９‐

　

９

３ 十司抄の著者に就いて 回陽

　

博道 国語国文５・７ 京都大学 昭１０‐

　

７

４ 古今著聞集の研究 宮田和一郎 古典研究 昭１６． ８

５ 十副抄の作者 永井

　

義憲 国語と国文学２９・９ 東京大学 昭２７‐

　

９

６ 十謬抄の作者 永井

　

義憲 日本仏教文学研究 古典文庫 昭３２‐

　

３

７ 十司＝抄－その成立と作者－ （説話文学

作品研究）

永井

　

義憲 国文学解釈と教材の

研究３・□

撃燈社 昭３３‐ １０

８ 古今著聞集の増補と十訓抄 中島

　

悦次 国学院雑誌５９・１０・

１１

国学院大学 昭３３‐ １０

．１１

９ 「発心集」と「十訓抄」 梁瀬

　

一雄 国語と国文学３６・６ 東京大学 昭３４‐

　

６

１０ 十訓抄の作者 永井

　

義憲 日本仏教文学研究１ 豊島書房 昭４１‐

１１ 十訓抄一その成立と作者再考－ 永井

　

義憲 日本仏教文学研究２ 豊島書房 昭４２‐

　

４

１２ 十訓抄の作者は菅原為長か 乾

　　

克己 国学院雑誌６８・５ 国学院大学 昭４２‐

　

５

１３ ＋訓抄の説話配列と作者－菅原為長説

考－

志村

　

有弘 日本文学２１ 立教大学 昭４３． １２

１４ 為長 志村

　

有弘 説話文学辞典 東京堂 昭４４‐ ３

１５ 十訓抄と菅原為長補説 乾

　　

克己 国学院雑誌７０・４ 国学院大学 昭４４‐

　

４

１６ 十訓抄と悦目抄 泉

　　

基博 武庫川国文３ 武庫川女子

大学

昭４６‐

　

３

　　　　　　　　　

．

１７ 説話文学伝承関係小論一十訓抄古今著

聞集を中心として－

志村

　

有弘 説話文学研究７ 早大学説話

文学会

昭４７‐

　

９

１８ 『十訓抄』の編者について－菅原為長

説再考－

志村

　

有弘 国文学研究９ 梅光女学院

大学

昭４８‐ １１

１９ 十訓抄に於ける出典からの説話形成に

つい÷て

泉

　　

基博 武庫川国文７ 武庫川女子

大学

昭５０． ３

２０ 菅原為長と源顕兼との交友関係－「十

訓抄」の編者考

北村

　

雅人 新樹１ 梅光女学院

大学大学院

昭５３‐

　

２

２１ 十訓抄と北条重時の家訓÷作者湯浅宗

業の環境－

永井

　

義憲 大妻女子大学文学部

紀要１０

大妻女子大

学

昭５３‐

　

３

２２ 日蔵説話の成立と展開－「十訓抄」編

者菅原為長に関連して－

志村

　

有弘 説話文学の世界２宇

治拾遺物語

笠間書院 昭５４． ５

２３ 十副＝抄と菅原為長再論 乾

　　

克己 宇治拾遣物語 笠間書院 昭５４． ５

２４ 『十訓抄』と菅原為長一為長・長明・

顕兼の交流にふれて－

志村

　

有弘 論纂説話と説話文学 笠間書院 昭５４‐

　

６

２１



上

　

岡

　

勇

　

司・菅

　

原

　

利

　

晃

２５ 菅大府卿為長伝小考 山崎

　　

誠 国語国文４８・７ 京都大学 昭５４‐

　

７

２６ 菅原為長撰文風抄伝本孜 山崎

　　

誠 国文学孜８６ 広島大学 昭５５． ６

２７ 源平盛衰記と十訓抄について 大羽

　

吉介 説話文学論集 大修館書店 昭５６‐

　

７

２８ 菅原為長 大曽根章介 日本古典文学大辞典 岩波書店 昭５９． ４

２９ 菅原為長 乾

　　

克己 日本伝奇伝説大事典 角川書店 昭６１‐ １０

３０ 菅原為長 志村

　

有弘 説話文学史一説話文

学小事典－

明治書院 昭６２‐ ４

３１ 『十訓抄』と『明文抄』－出典孜証か

ら見た「為長作者説」批判－

村上美登志 立命館文学５２０ 立命館大学 平３． ３

７

　

『十郵唾抄」語法・文体に関する論文

１１十訓抄に現れた代名詞 菊沢

　

季生 国語研究１０ 昭２５‐

　

３

２ 十訓抄と悦目抄 泉

　　

基博 武庫川国文３ 武庫川女子

大学

昭４６． ３

３ 古今著聞集に取り入れられた十司＝抄の

本文について

泉

　　

基博 武庫川国文４ 武庫川女子

大学

昭４７‐

　

３

４ 寝覚記に取り入れられた十訓抄の本文 泉

　　

基博 武庫川国文６ 武庫川女子

大学

昭４９． ３

５ 宇治拾遺物語の伝承と文体 （３） ÷＋

訓抄関係話をめぐって一

小峯

　

和明 文芸と批評４・５ 早稲田大学

文学部

昭５１．・１

６ 十訓抄の文章について－接続語を中心

として－－

楢田

　

良照 語文研究４１ 九州大学 昭５１‐

　

３

７ 十訓抄人名人物総索引 石井

　

清文

福田

　

広子

政治経済史

学会

昭５２． １２

８ 書陵部本『十訓抄』の尊敬表現 石井

　

幸子 東洋大大学院紀要文

学研究科１６

東洋大学 昭５５‐ ２

９ 十訓抄に於ける「優」 「やさし」 泉

　　

基博 武庫川国文１７ 武庫川女子

大学

昭５５‐

　

３

１０ 『十訓抄』に於ける敬語意識 泉

　　

基博 国語語梁史の研究３ 和泉書院 昭５７‐

　

５

１１ 十訓抄

　

本文と索引 泉

　　

基博 笠間索引讃刊７８ 笠間書院 昭５７． １２

１２ 『十副＝抄』の仮名遣いについて 泉

　　

基博 武庫川国文２１ 武庫川女子

大学

昭５８． ３

１３ 十訓抄の表記一御門・帝－ 泉

　　

基博 武庫川国文２７ 武庫川女子

大学

昭６１． ３

８

　

『十訓抄』各話関係論文 （備考の説話番号は岩波文庫本による）

Ｉ 十訓抄序と白氏文集 丸山

　　

茂 漢学研究１３・１４ 日本大学 序

２ 「十訓抄」の序と東山枝橋の菅家墓所 乾

　　

克己 和洋国文研究２０ 和洋女子大

学

昭６０． ３ 序

３ 「必シモ筆ノツヰヱ多カラス」（「十劃”

抄序」）考

泉

　　

基博 武庫川国文３８ 武庫川女子

大学

平３‐ １１ 序

２２



『十訓抄』の研究状況と参考文献目録

４ 「十訓抄の余五大夫」 （古典文学作中

人物事典・中世文学の作中人物一七０

人）

乾

　　

克己 国文学解釈と教材の

研究 （臨時増刊）３４

・９

学燈社 平１－

　

７ １‐６

　

－

５ 『十司＝抄』第一篇第二六所収話の解釈 福島

　　

尚 鳴門教育大学研究紀

要６人文社会科学篇

鳴門教育大

学

平３‐

　

３ １－２６

６ 院政時代と随身－下毛野武正を通して 渡辺

　

晴美 日本歴史 日本歴史学

会

昭６１‐

　

５ １‐４２

７ 「十訓抄の土佐判官道満」 （古典文学

作中人物事典・中世文学の作中人物一

七〇人）

乾

　　

克己 国文学解釈と教材の

研究（臨時増刊）３４

・９

学燈社 平１‐ ７ １－４３

８ 奇談の時代 百目鬼恭三郎 朝日新聞社 昭５３． ８ １－５２

９ いくのの道・もみぢのにしき 伊吹

　　

一 国文学解釈と教材の

研究３・１１

肇燈社 昭３３． １１ ３ーＩ

１０ 中世日本文学序説 築瀬

　

一雄 荻原星文館 昭１８‐

　

９ ３－６

１１ 「十司＝抄の相撲弘光」 （古典文学作中

人物事典・中世文学の作中人物－七〇

人）

乾

　　

克己 国文学解釈と教材の

研究（臨時増刊）３４

・９

墾燈社 平１‐

　

７ ３‐１０

１２ 「行基菩薩遣誠」考一中世文学の一資

料として－

木下

　

資一 国語と国文学７０６ 東京大学 昭５７‐ １２ ４ーＩ

１３ 「十訓抄の佐実」 （古典文学作中人物

事典・中世文学の作中人物一七０人）

乾

　　

克己 国文学解釈と教材の

研究（臨時増刊）３４

・９

学燈社 平１‐

　

７ ４－３

１４ 日蔵説話の成立と展開－『十訓抄』編

者菅原為長に関連して－

志村

　

有弘 説話文学の世界２宇

治拾遺物語

笠間書院 昭５４． ５ ５－１７

１５ 日蔵上人蘇生諺に関する考察 山崎

　

裕人 国文学論考１７ 都留文科大

学

昭５６‐

　

２ ５‐１７

１６ 「十訓抄の藤原茂頼」 （古典文学作中

人物事典・中世文学の作中人物一七○

人）

乾

　　

克己 国文学解釈と教材の

研究（臨時増刊）３４

・９

撃燈社 平１． ７ ６－１７

１７ 「貧僧の蕪魚」説話鑑賞 村戸

　

弥生 芸文東海１５ 芸文東海 平２‐ ６ ６－１９

１８ 安養の尼の小袖 田所

　

寛行 国文学解釈と教材の

研究３・１１

撃燈社 昭３３． １０ ６－３８

１９ 「十司＝抄の藤原実資」 （古典文学作中

事典・中世文学の作中人物一七○人）

乾

　　

克己 国文学解釈と教材の

研究（臨時増刊）３４

・９

撃燈社 平１． ７ ６－３４

２０ 説話集の物語論－「説話」のメタテク

ストとしての「説話集」－

前田

　

雅之 国語科通信７６ 角川書店 平２‐ ６ ６－３８

２１ 「十訓抄の藤原実資」 （古典文学作中

人物事典・中世文学の作中人物一七０

人）

乾

　　

克己 国文学解釈と教材の

研究 （臨時増刊）３４

・９

撃燈社 平１‐ ７ ７－１２

２３



上

　

岡

　

勇

　

司・菅

　

原

　

利

　

晃

２２ 「十訓抄の禅師の君」 （古典文学作中

人物事典・中世文学の作中人物一七〇

人）

乾

　　

克己 国文学解釈と教材の

研究（臨時増刊）３４

・９

肇燈社 平１‐

　

７ ７‐２４

２３ 中世日本文学序説 築瀬

　

一雄 荻原星文館 昭１８． ９ ７－２５

２４ 『十司＝抄』 「十段ノ篇」の序と童蒙教

訓の書・要文抄

柳瀬喜代志 国文学研究１０９ 早稲田大学 平５． ３ １０序

２５ いくのの道・もみぢのにしき 伊吹

　　

一 国文学解釈と教材の

研究３・１１

拳燈社 昭３３‐１０ １０‐３

２６ 日本の古典名文名場面－００選 十訓

抄

小林

　

保治 国文学解釈と教材の

研究（臨時増刊）３２

・・４

撃燈社 昭６２． ３ １０－‐１０

２７ 「十訓抄の藤原師綱」 （古典文学作中

人物事典・中世文学の作中人物‐七〇

人）

乾

　　

克己 国文学解釈と教材の

研究 （臨時増刊）３４

・９

撃燈社 平１‐ ７ １０一７４

『十劃＝抄』内容・一般に関する論文

Ｉ 十訓抄考 藤岡

　

断平 十訓抄詳解 明治書院 明３５． ７

２ 十訓抄一節 （評釈） 本居

　

豊頴 国学院雑誌 国学院大学 明２８‐

　

４

３ 十訓抄講義 木枝

　

増一 国文学講座９ 受験講座刊

行会

昭５‐

　

８

４ 十司”抄に現はれたる新時代の提唱 時下米太郎 国語と国文学７・１０ 東京大学 昭５‐ １０

５ 十訓抄に表はれたろ芸術・教養 大内

　

義郎 国漢研究 名古屋大学 昭８． ２

６ 十訓抄と道徳思想 藤岡

　

断平 日本精神叢書５ 文部省思想

局

昭１１． ５

７ 十訓抄の出現 小田

　

泰正 史湖８・３ 大塚史学会 昭１３‐ １０

８ 十謬＝抄解釈問答一 国語解釈 瑞穂書院 昭１３‐ １１

９ 中世国文学研究 後藤

　

丹治 磯部甲陽堂 昭１８‐

　

５

１０ 中世日本文学序説 梁瀬

　

一雄 荻原星文堂 昭１８． ９

１１ 岩波文庫本「十訓抄」望濁語 小林

　

忠雄 歴史と国文学 太平社 昭１９‐

　

４

１２ １２中世小説の研究 市古

　

貞次 東京大学出

版会

昭２０‐ １２

１３ 中世説話文学の成立 西尾

　

光一 国語と国文学３１８ 東京大学 昭２５． １０

１４ 史論・抄物－特に十訓抄について 柳田

　

国男 日本文学講座３（中

世の文学）

河出書房 昭２６．

１５ 日本倫理思想史 和辻

　

哲郎 岩波書店 昭２７．

１６ 中世文学論

　

鎌倉文学篇 永積

　

安明 同心社 昭２８． ６

１７ 日本文化史皿

　

鎌倉時代 辻

　

善之助 春秋社 昭２８‐

　

６

１８ 中世初期仏教教育思想の研究 唐沢富太郎 東洋館出版

社

昭２９‐

　

２

１９ 鎌倉後期の社会と十司＝抄 小田

　

泰正 歴史教育３・７ 昭３０‐

　

７

２４



『十訓抄』の研究状況と参考文献目録

２０ 中世文学の展望 永積

　

安明 東京大学出

版会

昭３１‐ １０

２１ 宴曲抄「文武」 「朋友」の成立一十訓

抄との交渉について－

乾

　　

克己 国学院雑誌５９・８ 国学院大学 昭３３‐

　

８

２２ 十訓抄研究÷作者の編纂態度について

の－考察－

小野

　

幸子 国語国文学研究論文

集５

北海道教育

大学札幌分

校

昭３５． ３

２３ 宴曲と中世説話文学 乾

　　

克己 和洋女子大学文学部

紀要５

和洋女子大

学

昭３５‐ １２

２４ 十訓抄の組織について 高橋

　　

貢 古典遺産１０ 古典遺産の

会

昭３７． ２

２５ 宴曲抄「朋友」と十副＝抄巻五「可撰朋

友事」再説

乾

　　

克己 国学院雑誌６３・５ 国学院大学 昭３７． ５

２６ 中世説話文学論 西尾

　

光一 塙書房 昭３８‐

　

３

２７ 古典文学研究について

　

十訓抄 堀内

　

武雄 国文学解釈と教材の

研究（臨時増刊）９

・８

墾燈社 昭３９‐

　

６

２８ 十訓抄

　

－その説話文学中の地位を中

心として

中野

　　

猛 国文学解釈と鑑賞

３５９

至文堂 昭４０‐

　

２

２９ 院政期の歌壇史研究 橋本不美男 武蔵野書院 昭４１‐

　

２

３０ 中世芸文の研究 筑土

　

鈴寛 有精堂 昭４１‐ １２

３１ 耳の文芸 大島

　

建彦 日本文学の歴史５ 角川書店 昭４２‐

　

９

３２ 研究ノート・十司”抄の享受層について 田井久美子 史海 東京学芸大

史学会

昭４３． ３

３３ 十訓抄の道徳理念 赤堀

　　

孝 学術研究（人文科学

・社会科学編）１７

早稲田大学

教育学

昭４３‐ １２

　　

ｒ

３４ 十司＝抄と文鳳秒と百詠和歌 泉

　　

基博 金沢文庫研究１５・２ 昭４４‐

　

２

３５ 中世説話文学選 説話文学研

究会

笠間書院 昭４４‐

　

５

３６ 宇治袷遺物語と十訓抄 長野

　

喜一 国語セミナ 昭４４‐

　

６

３７ 日本文学研究資料叢書

　

今昔物語集 日本文学研

究資料刊行

会

日本文学研究資料叢

書（第１次）

有精堂 昭４５‐

　

３

３８ 十副＝抄（序・威） 三木

　

紀人 日本の古典９今昔物

語

河出書房新

社

昭４６‐ １１

３９ 「東斎随筆」と「古事談」 「十訓抄」

の関係について

泉

　　

基博 武庫川女子大学紀要

１８・人文科学篇

武庫川女子

大学

昭４６． ９

４０ 古今著聞集に取り入れられた十訓抄の

本文について

泉

　　

基博 武庫川国文４ 武庫川女子

大学

昭４７‐ ２

４１ 説話文学研究 山岸

　

徳平 有精堂 昭４７． １０

２５



上

　

岡

　

勇

　

司・菅

　

原

　

利

　

晃

４２ 日本文学研究資料議書

　

説話文学 日本文学研

究資料刊行

会

日本文学研究資料畿

書（第１次）

有精堂 昭４７‐ ｉｌ

４３ 十訓抄の説話文学化について 志村

　

有弘 日本文学２９ 立教大学 昭４７‐ １２

４４ 『十訓抄』と『徒然草』－その才芸論

をめぐって－

古橋

　

恒夫 情念４ 情念の会 昭４７．

４５ 説話の歴史的研究 関山

　

和夫 法蔵館 昭４８‐

　

３

４６ 日中比較文学の基礎研究

　

翻訳説話と

その典拠

池田

　

利夫 笠間叢書３９ 笠間書院 昭４９‐ １

４７ 説話文学研究 梁瀬

　

一雄 三弥井書店 昭４９‐ ２

　　　

．

４８ 増補改訂日本説話文学索引（縮刷版） 境田

　

四郎

和田

　

克司

清文堂出版 昭４９‐

　

９

４９ 中世説話文学研究序説 志村

　

有弘 桜楓社 昭４９‐ １１

５０ 中世道徳思想に関する基礎的考察一十

訓抄を素材として－

福田

　

広子 政治経済史学１３２ 日本政治経

済史学研究

所

昭５２－

　

４

５１ 十司＝抄の〈今昔物語集〉その一 富田

　　

尚 日本文学研究１４ 梅光女学院

大

昭５３‐ １１

５２ 『発心集』 『十劃＝抄』と読み本系平家

物語－南都本から延慶本ヘー

武久

　　

堅 国語と国文学６６５ 東京大学 昭５４‐

　

７

５３ 和歌説話の評語（１）一宇治拾遺物語・

十訓抄・古今著聞集・沙石集の場合－

森山

　　

茂 尾道短大研究紀要２９ 尾道短期大

学

昭５５． １

５４ 説話文学論考 長野

　

喜一 笠間叢書１４６ 笠間書院 昭５５． ２

５５ 『古事談』 志村

　

有弘 教育社新書５８ 教育社 昭５５‐

　

８

５６ 古典の名句・名言３３３（日本の名句名言

６６６）

藤本

　

徳明 国文学解釈と教材の

研究（臨時増刊）３２

・４

壁燈社 昭５６． ７

５７ 処世 木下

　

資一 国文学解釈と鑑賞４６

・８

至文堂 昭５６． ８

５８ 説話文学亘

　

中世篇 小峯

　

和明

鷹尾

　　

純

田嶋

　

一夫

林

　　

雅彦

双文社出版 昭５７． ３

５９ 説話文学の構想と伝承 志村

　

有弘 明治書院 昭５７‐

　

５

６０ 宇治拾遺物語増補試論－冒頭語による

古事談・十訓抄関係説話の考察－

山岡

　

敬和 国学院雑誌８４・１ 国学院大学 昭５８‐ １

６１ 説話文学における女訓について（一） 森山

　　

茂 尾道短大研究紀要３３

・Ｉ

尾道短期大

学

昭５９． ３

６２ 「十訓抄」の序と東山枝橋の菅家墓所 乾

　　

克己 和洋国文研究２０ 和洋女子大

学

昭６０． ３

６３ 『十訓抄』へのいざない 小林

　

保治 高校通信東書国語２５０ 東京書籍 昭６０‐

　

４

２６



『十司＝抄』の研究状況と参考文献目録

６４ 説話と漢詩－『十訓抄』『著聞集』『撰

集抄』に見る漢詩引用－

下西善三郎 鈴木淳一教授退官記

念論文集

教育出版 昭６１． ３

６５ 今昔物語集と宇治拾遺物語

　

説話と文

体

小峯

　

和明 日本文学研究資料新

集６

有精堂 昭６１． ７

６６ 十訓抄と古今抄 荒木

　　

浩 国語国文５５・７ 京都大学 昭６１‐

　

７

６７ 歌徳説話 泉

　　

基博 日本伝奇伝説大事典 角川書店 昭６１‐１０

６８ 連想と展開÷＋訓抄の表現（１）一 竹村

　

信治 説話・物語論集１２ 金沢古典文

学研究会

昭６１． １２

６９ 『十司”抄』と歌物語 山本

　　

一 説話・物語論集１２ 金沢古典文

学研究会

昭６１． １２

７０ 『十訓抄』に於ける『古事談』の司＝み

－不， 於， 之

泉

　　

基博 武庫川国文２９ 武庫川女子

大学

昭６２‐

　

３

７１ 連想と読み替え÷十訓抄の表現（２） 竹村

　

信治 金沢美術工芸大学学

報

金沢美術工

業大学

昭６２‐

　

３

７２ 日本文学講座３

　

神話・説話 日本文学協会 日本文学講座３ 大修館書店 昭６２‐

　

７

７３ 『十訓抄』の本文について（上）

－『十訓抄』をよむために－

福島

　　

尚 国語国文５６・８ 京都大学 昭６２‐

　

８

７４ ＴｈｅＣｏｕｒｔ１ｙＭ【ｏｄｅ１：Ｃｈｏαーｅｉａｎｄ

ＫｉｙｏｍｏｒｉｉｎＪｉｋｋｉｎｓｈｏ

ＷａｒｄＧｅｄｄｅｓ ＭＯＮＵＭＥＮＴＡＮＩＰＰ

ＯＮＩＣＡ４２・２

上智大学 昭６２‐ 夏

７５ 『十訓抄』の本文について（下）

－『十劃”抄』をよむために－

福島

　　

尚 国語国文５６・９ 京都大学 昭６２‐

　

９

７６ 『十訓抄』に於ける『古事談』の訓み

－動詞

泉

　　

基博 語文４９ 大阪大学文

学部

昭６２． ９

７７ 中世散文学と漢文学÷＋訓抄を中心と

して一

竹村

　

信治 和漢比較文学叢書６

中世文学と漢文学ロ

汲古書院 昭６２． １０

７８ ｒ体源抄」所引の「十訓抄」について

÷受容の様相とその本文研究上の価値

福島

　　

尚 国語国文５７・９ 京都大学 昭６３． ９

７９ 『古事談抜書』本文考－『十訓抄』と

の交錯と独自異文

田中

　

宗博 島原松平文庫蔵古事

談抜書の研究

和泉書院 昭６３‐ １２

８０ 『今物語』から『十訓抄』へ－『今物

語』第二話の書承関係を糸口に－

坂口

　

博規 北海道駒沢大学研究

紀要２４

北海道駒沢

大学

平１‐

　

３

８１ 時代別日本文学史事典

　

中世篇 有精堂編集部 有精堂 平１． ８

８２ 教訓書『十司＝抄』の性格に関する一考

察－序文の解釈を緒として－

福島

　　

尚 国語国文５８・１１ 京都大学 平１‐ １１

８３ 『十司＝抄』に於ける和歌－先行文献か

らの考察－

泉

　　

基博 和歌史の構想 和泉書院 平２‐ ３

８４ 古典教材としての『十訓抄』 比良

　

輝夫 史料と研究２０ 札幌大学 平２‐ ６

８５ 『十訓抄』の女性観 追塩

　

千尋 史料と研究２１ 札幌大学 平２‐ １０

８６ 日本文学研究大成

　

今昔物語集 池上

　

淘－ 日本文学研究大成 国書刊行会 平２‐ １０

２７



上

　

岡

　

勇

　

司・菅

　

原

　

利

　

晃

８７ 『十訓抄』，の教材化について 比良

　

輝夫 釧路論集２２ 北海道教育

大学釧路分

校

平２． １１

８８ 大江定基出家遁世説話における『宇治

拾遺物語』と『十訓抄』の対照的特徴

勝部奈津子 島根国語国文創刊号 島根県立島

根女子短期

大学

平２‐ １２

　　　　　　　　　　

．

８９ 日本文学研究大成

　

中世説話１ 藤本

　

徳明 日本文学研究大成 国書刊行会 平４． ４

９０ 中世教訓説話研究 菅原

　

利晃 研究抄録１ 北海道教育
大学大学院
教育学研究
科

平６‐ ３

付

　

『寝覚記』参考文献目録

１１鎌倉室町時代文学史 藤岡作太郎 岩波書店 大４． ５

２ 岩波講座

　

日本文学

　

室町時代 後藤

　

丹治 岩波書店 昭７． ３

３ 一条兼良 福井

　

久蔵 日本の思想家叢書 厚生閣 昭１８． ４

４ 寝覚記新考－主として其の出典， 著作

年代， 著者の問題に就いて－

小林

　

忠雄 日本文学研究１８ 日本文学研

究会

昭２５‐

　

８

５ ねざめの記 朝倉

　

治彦 典籍８ 典籍同好会 昭２８‐

　

９

６ 寝覚記小考 村田

　

秋男 東洋大学大学院紀要

１０

東洋大学大

学院

昭４９． ２

７ 寝覚記に取り入れられた十訓抄の本文 泉

　　

基博 武庫川国文６ 武庫川女子

大学

昭４９． ３

８ 寝覚記〈彰考館本〉 村田

　

秋男 古典文庫４１１ 古典文庫 昭５５‐ １２

９ 寝党記伝本私考（上） 村田

　

秋男 東洋大学大学院紀要

１８文学研究科

東洋大学大

学院

昭５７‐

　

２

１０ 寝覚記伝本私考（中）－その一 村田

　

秋男 東洋１９・７ 東洋大学通

信教育部

昭５７． ７

１１ 寝党記伝本私考（中）－その二 村田

　

秋男 東洋１９・８・９ 東洋大学通

信教育部

昭５７． ９

１２ 中世説話文学の研究

　

上・下 原田

　

行造 桜楓社 昭５７． １１

１３ 寝覚記 浅見

　

和彦 日本古典文学大辞典 岩波書店 昭５９‐

　

４

１４ 寝覚記 小島

　

孝之 別冊国文学３３今昔物

語集宇治拾遣物語集

必携

学燈社 昭６３． １

１５ 『寝覚記』研究－出典及びその影響に

関する考察－

菅原

　

利晃 国語国文学科研究論

文集３５

北海道教育

大学札幌分

校

平２‐ ３

１６ 『寝覚記』出典考 菅原

　

利晃 国文学研究叢書６和

歌と説話文学篇

北海道教育

大学札幌分

校

平２‐ ４

１７ 説話の世界 浅見

　

和彦 日本文学新史中世 至文堂 平２‐ ７

２８


